
           「区政会議」でいただいたご意見と、検討状況をご紹介します！！      

～第２弾は「区政戦略会議」です～ 

■区政会議とは 

・区政運営にかかる方針や区における施策・事業について、区民の皆様からご意見・評価をいただき、そのご意見等を施策・事業の改善や新たな展開等に反映させていくために、各区において開催しています。 

・天王寺区では、「区政会議」を「区政有識者会議」と「区政戦略会議」に二分して進めており、重要な事項については合同での会議を開催しています。 

・「区政有識者会議」は公益活動を行う団体の役員 15名で構成し、長年天王寺区にお住いになり天王寺区政を支えていただいた経験と知識に基づいた意見・評価をいただくことをねらいとしています。 

・「区政戦略会議」は公募委員 13名で構成し、天王寺区での居住年数が短い方、これまで地域活動にあまり参加してこられなかった方など、様々な視点から意見・評価をいただくことをねらいとしています。 

 

■区政戦略会議を開催しました(平成 26年 5月 12日) 

  平成 26年度の区予算および主な事業について説明を行い、委員の皆さんから次のようにご意見をいただきました。 

 

いただいたご意見 
 検討状況 

(平成 26年 7月現在) 

《地域活動協議会》 

〔事業の概要〕 

自律的な地域運営の仕組みである地域活動協議会の運営を支援するため、活動内容に応じて助成等を行います。 

〔ご意見〕 

・事務手続が煩雑である。事務の簡素化はできないか。 

 

・地域活動協議会を運営していただく中で、適正な事

務処理のもと、会計の透明性を確保することは、必

要だと考えています。 

・区役所では、中間支援組織と連携し、補助金に関す

る会計説明会の開催などを通じて、地域活動協議会

における適正な事務処理を支援してまいりました。 

・事務の簡素化については、適正な会計処理とのバラ

ンスを考慮する必要があるので、皆さんからのご意

見をふまえつつ、検討してまいります。 

 

《子育てスタート応援事業》 

〔事業の概要〕 

区内で平成 26年度以降に出生した子どもを持つ家庭を対象に、乳幼児期から子どもの体験・教育の機会等を提供するサービス（英語、音楽 

等の親子参加型講座、託児サービス、産後育児支援等）や任意予防接種（インフルエンザ、おたふくかぜ等）などに利用できる子育て応援 

券（1人 1万円分、2歳の誕生日まで有効）を交付します。 

〔ご意見〕 

・事務局運営費 292万円、印刷費 279万円などの比重が高い※と思われる。 

 

※「子育てスタート応援事業」の平成 26年度予算額は 756万円で、主な内訳としては、事務局運営費 292万円、利用者向けガイドブック・

クーポン印刷費などサービス利用者関連業務 279万円、事業者募集等サービス登録事業者関連業務 95万円、応援券 84万円などです。 

 

・初年度は事業者の募集などを行うため、初期的経費

が必要なため事務費の比率が高くなっていますが、

平成 29年度には事業費が平年度化しますので、事務

費の割合が 4割程度になる見込みです。 

・当区での事業実施後に事業効果の検証を経て、将来

的には、他区へも事業展開を図ることができれば、

スケールメリットを活かして事務負担比率を下げる

ことも可能と考えています。 

水谷区長 



《マンション等集合住宅災害用物資配備》 

〔事業の概要〕 

備蓄物資を保管するスペースを提供していただけるマンション等集合住宅に、救助資機材等災害用物資を配備し、マンション等集合住宅の

住民の皆さん及び周辺住民の皆さんが災害時に活用できるようにするとともに、配備をきっかけに自助・共助の取組を促進し、地域の防災

力の向上を図ります。 

〔ご意見〕 

・物資を配備するマンション等の選定基準※が厳しいと思う。基準の緩和が必要と思う。 

 

※一番近い収容避難所（学校など）から半径 200メートルを超える距離に建つマンション等集合住宅。 

 

・本事業は、大規模災害時に共助による初期初動の迅

速化を図るため、救助資器材を配備している避難所

等が、徒歩で概ね往復 5 分程度の距離にない地域に

立地するマンション等に協力をいただき、救助資器

材を置かせていただくというものです。 

・未だ、区内には上記のような地域が存在するため、

当面はこのような地域の解消に主眼を置き、取組を

進めてまいります。 

《中高生向けインターンシップ》 

〔事業の概要〕 

子ども・子育て世代の割合が他区に比べて高い天王寺区において、子どもたちの将来に向けた挑戦の一助とするため、インターンシップ事

業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ご意見〕 

・7月からスタートとのことだが、募集を早く始めて※、周知期間を長く取るべきではないか。 

 

※参考：平成 25年度の募集期間 7/1～12 

 

・昨年度の反省に立ち、今年度は応募期間を長くとり

1カ月確保するよう改善しました。 

（募集期間：6/20～7/21） 

〔ご意見〕 

・昨年度はものづくり系の業種への参加が少なかったので、検討が必要では。 

 

※参考：平成 25年度の参加内訳 

ヤフー株式会社大阪支社 2名（高校生 1名、中学生 1名） 

株式会社ミキハウス 2名（中学生 2名） 

特定非営利活動法人地域基盤技術継承プラザ 1名（中学生 1名） 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構 6名（高校生 2名、中学生 4名） 

・中学校などで行っている職場体験学習との差異を明

確にするという観点からも、本事業では子どもたち

自身が将来のキャリアとして興味を持っていること

を優先し、なるべく意に適った受入先を充てたいと

考えています。 

・一方で、子どもたちに対して、今の興味とは違う他

の仕事も世の中にはあると、視点を広げて考える機

会を設けることも大切だと考えており、創業者から

起業について学べる機会や、様々な業種、形態の受

入先をご用意して、参加を呼びかけてまいります。 

 

 

 

■区政会議は傍聴できます 

区政会議は傍聴することができます。開催日程などは、詳しくは区ホームページをご覧下さい。また、議事録は区ホームページのほか、区役所でもご覧になることができます。 

【問合せ先】 事業戦略室(PDCA)    電話：６７７４-９９１０    FAX：６７７２-４９０４ 


